
柿
本
先
生
は
昨
夏
の
八
月
三
日
（
二
〇
一
二
年
）
に
亡
く
な
っ
た
。
享
年
八
十
三
歳
で
あ
る
。
ご
長
男
に
よ
れ
ば
、
急
遽
入
院
さ
れ
て
翌
日
の
こ
と
で
安
ら

か
な
最
期
だ
っ
た
そ
う
だ
。
通
夜
、
告
別
式
は
金
沢
市
内
で
催
さ
れ
、
多
数
の
教
え
子
が
駆
け
つ
け
た
。
金
沢
大
学
と
関
西
大
学
が
主
だ
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
漁
業
地
理
学
な
ど
の
分
野
で
活
躍
す
る
若
手
研
究
者
も
十
名
近
く
集
ま
っ
た
。

柿
本
先
生
は
関
西
大
学
に
昭
和
五
十
六
年
十
月
に
赴
任
さ
れ
、
平
成
十
一
年
三
月
ま
で
計
十
七
年
六
ヶ
月
、
史
学
・
地
理
学
科
地
理
学
専
修
の
時
代
に
在
職

さ
れ
た
。
当
時
の
地
理
学
教
室
の
教
員
構
成
は
、
河
野
通
博
、
末
尾
至
行
、
橋
本
征
治
の
各
先
生
を
中
心
に
、
在

職
中
に
亡
く
な
っ
た
山
崎
寿
雄
先
生
、
矢
守
一
彦
先
生
、
こ
の
亡
く
な
っ
た
先
生
方
の
後
任
と
し
て
、
木
庭
元

晴
、
村
上
雅
康
先
生
、
そ
し
て
、
河
野
通
博
先
生
の
後
任
と
し
て
の
高
橋
誠
一
先
生
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
柿
本

先
生
は
、
在
職
中
に
亡
く
な
っ
た
文
化
地
理
学
の
泰
斗
藪
内
芳
彦
先
生
の
後
任
で
あ
る
。
藪
内
先
生
は
柿
本
先
生

の
恩
師
の
一
人
で
、
金
沢
大
学
ご
在
職
中
に
助
手
を
務
め
て
お
ら
れ
た
。

史
学
・
地
理
学
科
内
に
は
、
横
田
健
一
先
生
を
始
め
と
し
て
魅
力
的
で
個
性
豊
か
な
先
生
が
多
数
お
ら
れ
た
。

優
れ
た
学
者
が
小
さ
な
学
科
に
ひ
し
め
い
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
日
本
洋
学
史
の
有
坂
隆
道
、
日
本
近
世
史
の
津

田
秀
夫
先
生
は
教
室
会
議
で
大
き
な
声
で
破
天
荒
に
正
義
漢
ぶ
り
を
発
揮
し
て
お
ら
れ
た
が
、
い
つ
も
そ
れ
に
ニ

コ
ニ
コ
し
て
賛
同
し
て
お
ら
れ
た
の
は
柿
本
先
生
で
あ
る
。
ぼ
く
も
こ
の
お
二
人
が
大
好
き
で
、
柿
本
先
生
を
同

士
の
よ
う
に
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
は
こ
こ
に
あ
げ
た
先
生
方
は
残
念
な
が
ら
皆
鬼
籍
の
人
で
あ
る
。

現
役
と
卒
業
生
か
ら
な
る
関
西
大
学
地
理
学
研
究
会
で
は
毎
年
末
に
研
究
発
表
会
を
催
し
て
い
る
。
高
野
山
で

の
一
年
生
の
研
修
会
が
取
り
や
め
に
な
っ
て
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
卒
業
論
文
作
成
に
向
け
て
の
機
会
を
文
学
部
セ

ミ
ナ
ー
と
し
て
、
少
額
な
が
ら
学
生
に
弁
当
代
を
出
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
毎
年
末
の
研

紙
碑

柿
本
典
昭
先
生
を
し
の
ぶ

木

庭

元

晴
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究
発
表
会
と
合
体
す
る
こ
と
と
し
、
研
究
発
表
会
当
日
に
そ
の
文
学
部
セ
ミ
ナ
ー
を
こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
教
員
が
輪
番
で
卒
論
講

話
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
柿
本
先
生
は
先
生
の
学
生
当
時
の
思
い
を
素
直
に
語
ら
れ
た
。
当
時
、
盛
ん
で
あ
っ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
か
ら
書
け
な
い
か

な
ど
悩
ん
で
い
た
時
期
に
、
兄
上
が
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
に
在
職
さ
れ
て
い
た
関
係
で
鹿
児
島
に
出
か
け
て
、
兄
上
の
友
人
と
薩
摩
半
島
南
部
の
漁
村
を
巡

ら
れ
た
。
そ
れ
が
契
機
で
水
産
地
理
学
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

西
日
本
漁
業
経
済
学
会
は
一
九
五
九
年
に
発
足
し
た
。
そ
れ
が
地
域
漁
業
学
会
に
発
展
し
た
最
初
の
会
長
が
柿
本
先
生
で
あ
る
。
こ
の
学
会
に
は
学
会
賞
と

し
て
、
柿
本
賞
が
あ
る
。
学
会
の
規
約
を
引
用
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

地
域
漁
業
学
会
功
労
賞
（
柿
本
賞
）：
当
該
分
野
に
お
い
て
多
年
に
わ
た
り
活
動
や
研
究
を
行
い
、
地
域
漁
業
の
発
展
に
対
し
多
大
に
貢
献
し
た
と
認

め
ら
れ
る
も
の
。
な
お
本
賞
は
、
当
学
会
創
設
に
尽
力
さ
れ
た
名
誉
会
員
柿
本
典
昭
氏
の
名
を
冠
す
る
も
の
で
あ
る
。

柿
本
先
生
は
学
生
に
慕
わ
れ
た
。
関
大
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら
も
多
く
の
研
究
者
を
育
て
て
お
ら
れ
る
。「
ぼ
く
は
劣
等
生
が
好
き
な
ん
や
」
と
い
い
つ
つ
、

多
く
の
学
生
を
学
問
へ
の
道
に
誘
わ
れ
た
。
女
子
学
生
が
先
生
の
お
部
屋
に
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
緒
に
お
饅
頭
を
食
べ
て
お
ら
れ
た
。
先
生
の
お
部
屋

に
は
い
つ
も
お
饅
頭
が
あ
っ
た
。
卒
論
を
担
当
す
る
教
室
の
会
議
で
も
よ
く
「
ぼ
く
は
何
々
さ
ん
を
指
導
し
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
女
子
学
生
だ
け
で
な

く
、「
劣
等
生
」
の
面
倒
を
よ
く
見
ら
れ
た
。
毎
年
、
卒
業
し
た
学
生
達
と
旅
行
に
出
て
お
ら
れ
た
。

二
〇
〇
五
年
夏
、
奥
様
が
亡
く
な
っ
た
、
そ
の
と
き
、
お
電
話
を
頂
い
た
。
ぼ
く
に
は
何
か
締
め
切
り
原
稿
が
あ
っ
て
車
で
移
動
す
る
余
裕
が
無
く
雷
鳥
で

出
か
け
、
車
中
で
は
原
稿
を
書
い
て
い
た
。
そ
し
て
通
夜
の
式
場
に
近
づ
い
た
時
、
遠
く
か
ら
柿
本
先
生
が
笑
顔
で
ぼ
く
に
手
を
振
っ
て
お
ら
れ
た
。
来
て
良

か
っ
た
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
柿
本
先
生
が
亡
く
な
っ
た
時
に
柿
本
先
生
の
笑
顔
を
思
い
出
し
た
。
笑
顔
を
見
た
く
て
元
学
生
三
名
と
車
で
金
沢
に
向
か
っ

た
。
車
中
、
柿
本
先
生
の
脱
線
ぶ
り
の
話
で
持
ち
き
り
だ
っ
た
。
合
掌
。

（
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）
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